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私たちは、自然のうるおいの中で、
人それぞれの希望に満ちたくらしを支え、地域医療を推進します。! "
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CKDの重症度分類

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

腎
臓
科　

医
師　
　

田
部
井　
　
　

薫　

　

慢
性
腎
臓
病
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
慢

性
腎
臓
病（C

K
D
: chronic kidney disease)

と

は
、
蛋
白
尿
が
あ
る
場
合
と
糸
球
体
濾
過
量(

腎
臓

の
機
能
を
表
す
指
標
で
、
正
常
は
80
〜
120
　

ml
／
分

／
1.73
㎡
）
が
60
　

ml
／
分
／
1.73
㎡
以
下
の
い
ず
れ
か
が

３
か
月
以
上
持
続
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
慢
性
腎

臓
病
は
単
に
腎
臓
の
病
気
が
あ
る
こ
と
を
表
す
指
標

で
は
な
く
、
実
は
全
身
の
動
脈
硬
化
の
指
標
と
な
り

ま
す
。

　

腎
機
能
の
低
下
と
蛋
白
尿
は
独
立
し
た
因
子
で
、

ど
ち
ら
も
動
脈
硬
化
性
疾
患
で
あ
る
心
筋
梗
塞
、
狭

心
症
、
脳
血
管
障
害
の
危
険
因
子
で
、
腎
機
能
が
悪

い
ほ
ど
そ
の
発
症
率
は
高
く
な
り
、
蛋
白
尿
が
多
い

ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
患
者
は
、
全
国
に
１
０
０
０
万
人

（
成
人
の
10
％
）い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糸
球
体

濾
過
量
は
、
血
液
検
査
で
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
を
測

定
す
る
と
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
腎
臓
学
会
で
は
、
次
の
い
ず
れ
か
が
あ
れ
ば

腎
臓
専
門
医
を
受
診
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

⑴
尿
蛋
白
0.5
ｇ
／
gCr
以
上
ま
た
は
検
尿
試
験
　

紙
で

　
　

尿
蛋
白
2+
以
上

⑵
蛋
白
尿
と
血
尿
が
と
も
に
陽
性（
1+
以
上
）

⑶
　

40
歳
未　
　
　
　

G
F
R
 

60
　

ml
／
分
／
1.73
㎡
未
満

　
　

40
歳
以
上
70
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　

G
F
R
 

50
　

ml
／
分
／
1.73
㎡
未
満

　
　

70
歳
以
上　
　
　

G
F
R
 

40
　

ml
／
分
／
1.73
㎡
未
満

　

慢
性
腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
治

療
を
行
う
か
を
お
話
し
し
ま
す
。

⑴ 
高
血
圧
の
管
理
：
高
齢
者
に
お
い
て
は
140
／
90
㎜

Hg
を
目
標
に
降
圧
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
腎
機
能
悪
化
や
臓
器
の
虚
血
症
状
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
130
／
80
㎜
Hg
以
下

に
慎
重
に
降
圧
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
収
縮
期
血
圧
110
㎜
Hg
未
満
へ
の
降
圧
を
避

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑵ 
糖
尿
病
の
管
理
：
糖
尿
病
で
は
血
糖
を  H

bA
1c 

6.9
％(N

G
SP
)

未
満
に
管
理
す
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑶ 
脂
質
異
常
症
の
管
理
：CK

D

で
は
心
血
管
疾
患
の

発
症
を
予
防
す
る
た
め
にL

D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
120
　

mg
／
dl
未
満
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑷
食
事
療
法
：

① 

水
分
の
過
剰
摂
取
や
極
端
な
制
限
は
有
害
で
す
。

② 

食
塩
摂
取
量
の
基
本
は
３
ｇ
以
上
６
ｇ
未
満
／
日

で
す
。

③ 

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
性
別
、
年
齢
、
身
体
活

動
レ
ベ
ル
で
調
整
す
る
が
25
〜
35
　

kcal
／
kg
体
重

／
日
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
肥
満
症

例
で
は
体
重
に
応
じ
て
20
〜
25
　

kcal
／
kg 

体
重
／

日
を
指
導
し
ま
す
。

④ 

摂
取
た
ん
ぱ
く
質
量
は
、C

K
D

ス
テ
ー
ジ
G1
〜

G2
で
は
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

⑤ 

ス
テ
ー
ジ
G3
で
は
0.8
〜
1.0
ｇ
／
kg
体
重
／
日
の
た

ん
ぱ
く
質
摂
取
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

⑥ 

ス
テ
ー
ジ
G4
〜
G5
で
は
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
を
0.6

〜
0.8
ｇ
／
kg
体
重
／
日
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ

り
、
腎
代
替
療
法
（
透
析
、
腎
移
植
）
の
導
入
が

延
長
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
確
保

と
、
医
師
お
よ
び
管
理
栄
養
士
に
よ
る
管
理
が

不
可
欠
で
す
。

⑸
尿
酸
値
の
管
理
：
血
清
尿
酸
値
7.0
　

mg
／
dl
を
超
え

る
場
合
に
は
、
尿
酸
降
下
薬
を
投
与
し
ま
す
。

⑹
そ
の
他
の
症
状
：
慢
性
腎
臓
病
が
進
行
す
る
と
、

高
尿
素
窒
素
血
症
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
、
低
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
、
高
リ
ン
血
症
、
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ

ス
、
腎
性
貧
血
な
ど
も
発
生
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
食
事
療
法
、
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。

　

維
持
透
析
を
受
け
て
い
る
患
者
は
全
国
に
30
万
人

い
ま
す
。
透
析
に
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
自
分
の
腎
機
能
を
知

り
、
も
し
低
下
し
て
い
た
ら
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し

て
い
る
と
考
え
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
分
の
腎

機
能
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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診療日のご案内
説
明

診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、－　＝休診となります。
○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。
また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります。

整形外科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一
般
外
来

予約外 ○ ○ ○ ○ ○ 新患のみ 8：00～10：00 ㊋㊍㊏9：00～
㊊㊌㊎10：20～

予　約 ○ ○ ○ ○ ○ －
予約方法は、P3上「予約
または予約変更につい
て」をご参照ください

専
門
外
来

脊椎 － 5日・19日 － － － －
予約制
予約方法は、P3上「予約
または予約変更につい
て」をご参照ください

10：20～
上肢 － － － ○ － －

9：00～足 － － － － 8日・22日 －
リウマチ － － － － － 16日

形成外科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
－ － － － ○ － 13：00～14：30 13：30～

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・診療日（数字）が記載された一覧を、病院・医療連携室に用意してあります。

子どもの予防接種日程

※予約が必要です。予約・お問い合わせは、医事課まで。
※ 小児のヒブ、肺炎球菌、中学生の子宮頸がん予防接種は上記日程全般で行います。
※ ４種混合予防接種の予約については、全国的にワクチンの供給量不足が生じており、ワクチンの確保ができない場合、４種
混合の接種はお断りすることがあります。その場合、３種混合と不活化ポリオの接種をご案内させていただきますので、ご
了承ください。

病院休診日のお知らせ
11日（月）祝日・建国記念の日
18日（月）第３月曜日
※ 各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案内」
の最右「備考・休診日」欄でご確認ください。

入院患者さまとの面会は、
月曜日～金曜日：15：00～20：00、
土曜日・日曜日・休日：13：00～20：00
となります。（時間厳守）

予防接種 接種日 受付時間 接種時間
３種混合 ２月１日（金）

13：20～
　14：00 13：30～

ポリオ ２月１日（金）
４種混合 ２月８日（金）
麻しん・風しん混合
1期　2期　3期　4期 ２月８日（金）

日本脳炎 ２月15日（金）
BCG ２月22日（金）

　ゆきぐに大和病院「健友館」では、平
成25年度の人間ドックの予約受付を次に
より行いますので、お申込みください。

○予約受付開始日　２月１日（金）
○受付時間　 午後２時～午後４時
　（土・日曜日、祝日、第３月曜日は休館
　　日のため受付できません）
○ 申込み方法　予約制となっておりま
す。電話または直接「健友館」窓口で
お申し込みください。
　健友館直通電話：025（777）4477
○対象となる方　
　 受診者が直接、健診機関への申込みを
必要とする方（加入している健康保険
等から助成を受けない方）。なお、助
成を受ける方は、各々の健康保険組合
や事業所等に申込み手続きを行ってく
ださい。
○問合せ　健友館

　ゆきぐに大和病院認知症疾患医療センターでは、認知症の方
が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように、認知症地
域連携パス ( 名称：『あんしん手帳』・『あんしん手帳手引書』)
を作成しております。
　このたび、講師の先生をお迎えしてご講演をいただくととも
に、認知症地域連携パスの解説を行うこととなりました。
　どなたでもご参加いただけます。ふるってご参加ください。

日　時：３月16日（土）  午後2時00分～4時00分

会　場：コミュニティーホールさわらび
　　　　※入場無料です

内　容：第1部
　　　　▪講演…講師：木之下徹先生 ( こだまクリニック院長 )
　　　　第2部
　　　　▪認知症地域連携パスの解説…ゆきぐに大和病院

 宮永和夫院長

申込み・問合せ：
　　　　ゆきぐに大和病院認知症疾患医療センター

または、地域医療連携室　℡777-2111( 代表 )

　ゆきぐに大和病院「健友館」

平成25年度
人間ドック予約受付のご案内

ゆきぐに大和病院認知症疾患医療センターから講演会のご案内

テーマ：認知症地域連携のために
～住み慣れた地域で安心して暮らしていくには～
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診療科平成25年２月

内　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8：00～
　11：00

9：00～内分泌糖尿病 ○ ○ ○ ○ ○ ○

循環器科 ○ 備考参照 ○ ○ － 9日・23日 火曜日＝予約制

腎臓科 － － － － 8日・22日 16日 10：15～

呼吸器科 － － － ○ － ○
9：00～

神経内科 ○ ○ － ○ ○ － 初診は予約が必要

睡眠時無呼吸 － － － ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照） 13：30～

和漢診療科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

午　　前 ○
（休診有） ○ ○ ○ ○

（休診有） ○ 8：00～11：00 9：00～ 休診＝1日（金）、25日（月）

午　　後 ○
（休診有） ○ ○ ○

（休診有） ○ － 13：00～14：30 13：30～ 休診＝1日（金）、7日（木）
　　　21日（木）、25日（月）

精　神　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 － ○ － ○ ○ ○ 予約制

（3ページ上の記事参照）

9：00～

脳ドック科 （休止中） － － － － － 10：00～

メモリークリニック ○ － ○ － ○ －
予約制

㊊㊌9：30～
㊎13：30～

高次脳機能障害科 25日 － － － － － 13：30～

耳鼻咽喉科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
午　前 － － － － － ○ 8：00～11：00 9：00～
午　後 － ○ － ○ － － 13：00～15：00 14：00～

皮　膚　科 － ○ ○ － ○ －
8：00～11：00 9：00～

泌　尿　器　科 － － － ○ － －

小　児　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一
般
外
来

午　前 ○ － ○ － ○ ○ 8：00～11：00 9：00～

午　後 － － － － ○ － 予約制
（3ページ上の記事参照） 14：00～

内分泌糖尿病 － － － 28日 － － 14：00～16：30

外　　　科
胃　腸　科
肛　門　科

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～11：00
9：00～
第1・3㊏
10：00～

ゆきぐに大和病院　代表
TEL 025-777-2111
FAX 025-777-3853

予約または予約変更について
受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　法：電話にて受付けます。
　　　　　※予約変更は、「やむを得ない」場合に限ります。

歯　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
歯科・小児歯科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予約制

電話予約可
10：00～12：30
13：30～17：15

9：00～矯正科 － － 　13日・26日・　
　27日 － － －

歯科口腔外科 ○ ○ － ○ ○ ○ 〔 〕

眼　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般受付 － － － － － ○ 8：00～11：00 9：00～ 予約優先

予約制 － 26日 ○ ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照） 10：15～

婦　人　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般受付 － － － － ○ ○ 8：00～11：00 9：15～ 予約優先

予約制 － ○ ○ ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照）

㊋9：15～
㊌㊍10：30～
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当
院
の
外
来
診
療
科
に
は
、
お
も
に
中
年
か
ら
ご

高
齢
の
方
、
そ
し
て
予
約
の
患
者
さ
ま
な
ど
多
数
の

方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
外
来
看
護
師
は
、「
患
者
さ
ま
の
安
全
・
安

心
な
受
診
環
境
の
整
備
」
と
「
チ
ー
ム
医
療
を
基
に

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
２

つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
看
護
師
に
よ
る
在
宅
療
養
指
導

　

在
宅
療
養
指
導
と
い
う
の
は
、
通
院
中
の
糖
尿
病

な
ど
の
患
者
さ
ま
が
、
自
宅
で
守
っ
て
い
た
だ
く
医

師
の
指
示
に
つ
い
て
、
特
別
な
資
格
を
持
っ
た
看
護

師
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
糖
尿
病
の
場
合
、
ご
自
分
の
病
気
や
血

液
検
査
の
見
方
、
飲
み
薬
や
自
己
注
射
の
指
導
を
行

い
ま
す
。ま
た
、普
段
の
生
活
習
慣（
食
事
の
傾
向
、仕

事
等
）を
振
り
返
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
ご
自
分
で
続
け
ら
れ
る
よ
う

援
助
し
ま
す
。
努
力

し
た
結
果
が
、
血
液

中
の
糖
の
数
値
と
し

て
見
え
る
こ
と
で
、

達
成
感
や
、
変
化
が

分
か
り
や
す
い
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

２
． 

在
宅
支
援
は
チ
ー
ム
医
療
に
も
と
づ
き
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、
医
療
機

器
を
利
用
し
て
い
る
方
で
も
、
自
宅
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
、医
療
面
か
ら
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
支
援
は
、
患
者
さ
ま
の
病
状
と
、
ご
本

人
の
希
望
や
ご
家
族
の
援
助
の
有
無
な
ど
を
大
切
に

し
て
、
計
画
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
医
師
に
よ
る

診
療
が
必
要
な
場
合
は
、
定
期
的
に
ご
自
宅
に
、
看

護
師
と
と
も
に
往
診
し
ま
す
。
療
養
上
の
お
世
話
、

ま
た
は
診
療
の
補
助
は
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
職
員

が
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ま
の
病
状

に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
通
常
の
診
察
時
間
以
外
で

あ
っ
て
も
、
診
察
は
当
直
医
師
や
看
護
師
が
対
応
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
院
内
各
部
署
で
適
切
な
情
報

を
共
有
し
、
患
者
さ
ま
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

が
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

外
科
疾
患
に
つ
い
て
、
病
状
が
進
行
し
た
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
患
者
さ
ま
が
、「
自
宅
で
、
最
期
ま
で
、
自

分
ら
し
く
家
族
と
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
希
望
を
お

持
ち
の
場
合
、
そ
う
し
た
要
望
に
沿
え
る
よ
う
、
外

来
看
護
師
が
窓
口
と
な
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

   

私
た
ち
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
は
病
院
理
念
の
「
市

民
の
希
望
に
満
ち
た
く
ら
し
を
支
え
る
地
域
医
療
」

の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
義
を
自
覚

し
、
発
展

さ
せ
、
新

し
い
病
院

を
め
ざ
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

　

健
康
診
断
や
学
校
健
診
な
ど
で
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
検
査
す
る
も
の
に

「
尿
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。
尿
検
査
は

紀
元
前
４
０
０
０
年
頃
（
日
本
で
は
縄

文
時
代
）
に
ギ
リ
シ
ャ
の
医
師
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
が
肉
眼
で
尿
検
査
を
行
っ
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
、
非
常
に

歴
史
の
あ
る
検
査
で
す
。

　

尿
と
は
、
全
身
を
巡
っ
た
血
液
が
腎

臓
で
濾
過
さ
れ
、
必
要
な
く
な
っ
た
成

分
が
尿
と
し
て
出
た
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
体
内
の
血
液
成
分
を
反
映
し
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。
痛
み
を
伴
わ
な
い

検
査
の
代
表
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
内
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
大
切
な
検

査
で
す
。「
た
か
が
尿
、さ
れ
ど
尿
」な
の
で

す
。

　

尿
の
成
分
を
顕
微
鏡
で
覗
い
て
み
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
成
分
が
見
ら
れ
ま

す
。
時
に
写
真
の
よ
う
な
成
分
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
綺
麗

な
結
晶
で
す
が
、
実
は
尿
路
結
石
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
結
石
を
構
成
す
る
成

分
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
蓚

し
ゅ
う

酸さ
ん

カ

ル
シ
ウ
ム
結
晶
」
と
い
い
、
健
康
な
方

で
も
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
結
晶
で

す
。
た
だ
し
、
結
石
の
場
合
、
こ
の
結

晶
が
大
型
化
し
た
り
、
多
量
に
出
現
す

る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の

結
晶
成
分
と
他
の
成
分
が
集
ま
っ
て
石

が
で
き
、
こ
の
石
な
ど
に
よ
っ
て
尿
管

壁
が
傷
つ
き
、
出
血
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
石
が
小
さ
い
場
合
、
自
然
排
石

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
い
場

合
は
、
気
を
失
う
程
の
激
痛
に
襲
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厄
介
な

こ
と
に
尿
路
結
石
の
再
発
率
は
高
く
、

食
餌
・
生
活
指
導
が
適
切
に
さ
れ
な
け

れ
ば
80
〜
90
％
再
発
す
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。
尿
路
結
石
症
は
食
の

欧
米
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
疾
患

で
、
最
近
で
は
、
肥
満
の
人
ほ
ど
尿
路

結
石
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
の
研
究

報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
、
適
度
な

運
動
、
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
、
こ
の

冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

シ
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ー
ズ
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〜「
尿
検
査
」に
つ
い
て
〜

▲ 各診療科でポジティブ
に取り組んでいます。

▲ 糖尿病足病変の指導時に足
の神経障害の有無を見てい
ます。
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子
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